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1.結言
周知のごとく､塩酸ヨヒンビンは､特にアフリカ
人の催姪剤で知られている｡しかしながら､その効
果については､ほとんど研究報告されていないのが
現状である｡ 著者らはここに注目し､マウスに対し
て塩酸ヨヒンビンを投与することにより､マウスの
運動能力の変化について研究した｡又､長期的に行
なった場合､マウスにどのような影響を与えるかの
基礎的研究を行なったのでここに報告する｡
2.方法及び操作
2.1 実験材料
2.1.1 マウス
本実験に用いたマウスは､近交系に比べて繁殖力
があり､取 り扱いも容易である (ICR)マウスを､
雄､雌､両マウスに使用 した｡又､マウスの週齢
は､両マウスともに5週齢である｡
2.1.2 試料
塩酸ヨヒンビン
ヨヒンビンは､アカネ科のヨヒンベの樹皮に含ま
れており､大量に与えると､α遮断作用を示し､皮
膚､粘膜の血管､特に性器の血管の拡張を起こす｡
又､催姪剤として用いられている｡ これを各マウス
にそれぞれの量を投与した｡第1図は､塩酸ヨヒン
ビンの構造式を示した｡
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第1図 塩酸ヨヒンビンの構造式
塩酸ヨヒンビン:C21H26N203iHCl
分子量390.91
2.2 実験操作
本実験は､ラウンド･ランニング法を用いて､運
動能力の変化について実験を行なった､第1表は､
マウスに投与する塩酸ヨヒンビンの量を人間60kgで
は9mg､マウス40mgで換算すると0.006皿gとなること
を示した｡そして､ICR(♂♀)のマウス各4匹に授
与する塩酸 ヨヒンビンは､第2表で示したように､
Test A､A'はBlank､Test B､B'は計算値の1/10
倍､TestC､C'は計算値､Test I)､I)'は計算値の5
倍､TestE､E'は計算値の10倍量の塩酸ヨヒンビン
を投与した｡次の実験では､雄､雌両マウスをつが
いにして､塩酸ヨヒンビンを長期的に投与し､マウ
スの飼料及び水摂取量､交配能力について研究 し
た｡この実験においては､雌マウスにだけ1日1回､
塩酸ヨヒンビンを投与した｡投与した塩酸ヨヒンビ
ンの量は､第3表に示したように前回と同じ量であ
る｡以上の実験の信頼度を高めるために､実験を数
回行ない統計をとり比較検討した｡
第1表 塩酸ヨヒンビンの換算
Hu皿an 60kg 9mg
Mouse 40g 0.006皿g
第2表 投与する塩酸ヨヒンビンの量
TestA,A' Ong (Blarik)
TestB,B' 0.006×1/10mg
TestC,C' 0.006mg
TestD,D' 0.006×5mg
第3表 長期的に投与した塩酸ヨヒンビンの量
Test＼SeX ♂(ng) 早 (mg)
TestF 0 0
TestG 0 0.006×1/10
TestH 0 0.006
TestⅠ 0 0.006×5
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第2図 塩酸ヨヒンビン摂取による各雄マウスの運動量変化
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第3図 塩酸ヨヒンビン摂取による各雌マウスの運動量変化
3.結果及び考察
第2図は､雄マウスにそれぞれ異なる量の塩酸ヨ
ヒンビンを投与 した実験結果を示 し､縦軸に回転
数､横軸に測定時間をプロットし､各Testを比較し
たものである｡ ここにおけるA､Bについては､ほ
とんど同じ回転数の変化が観察された｡人間の塩酸
ヨヒンビンの適量を､マウスに換算 した値であるC
については他の4つの結果に比べ､急激な回転数の
変化が見 られた｡ 計算値の5倍であるI)について
は､最初､A､Bにまきった回転数の変化を示 した
が､後半､回転数の変化がなくなった｡Eについて
は､他の4つの結果に比べ､かなり低い回転数を示
した｡塩酸ヨヒンビンの副作用である倦怠感がBに
ついてはほとんど観察されなかった｡Cについて
は､110分～130分の間､I)については､80分-90
分､110分～130分の間､Eについては､160分以降全
く回転 運動をしなくなる完全な倦怠感が観察され
?????????????????
?????????????????
た｡
第3図は､第2図と同様に､雌マウスの実験結果
を示 した｡BlankであるA'と塩酸ヨヒンビンの量が
少量のB'については､同様の回転数の変化を示 し
た｡計算値であるC'は雄と同じように高い回転数を
示すと予測されたが､A'､B'より､回転数は高いも
のの､塩酸ヨヒンビンの量が計算値の5倍であるI)I
と比較するとかなり低い回転数を示した｡倦怠感で
あるが､B'では90分～110分､C'では130分～140分
で観察され､E'では110分～130分で観察された｡雄
雌で比較すると､雄に関しては､人間の塩酸ヨヒン
ビンの適量を､マウスに換算 し､投与したものが最
も高い回転数を示 した｡この要因として､雄雌のホ
ルモン､筋肉などの違いによるものだと推測され
る｡
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第4図 各マウスの飼料摂取量変化
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第5図 各マウスの水摂取量
第4図には､雄雌､両マウスをつがいにして､雌
にだけ塩酸ヨヒンビンを投与 したときの､飼料摂取
量変化を示し､縦軸に飼料摂取量､療軸に日数をプ
ロットした｡この実験結果より､塩酸ヨヒンビンの
量が､計算値､又はそれより低濃度であれば､飼料
摂取量は､Blankに比べ､ほとんど変化がないこと
が確認される｡ 又､その反対に塩酸ヨヒンビンの量
を多量に投与すると､飼料摂取量は少量になり､最
悪の場合死をもたらすと確認された｡
第5図は､第4図と同様にマウスの水摂取量変化を
示 した｡この実験に関しても､試料摂取量と同様の
ことが確認された｡そして､それらの要因として
は､塩酸ヨヒンビンが､マウスに胃腸障害を起こし
たのではないかと考えられる｡ 交配能力について
は､子供が出産するまでの日数､出産された子供の
数､生存率についても調査したが規則性は確認でき
なかった｡しかしながら､これらの実験結果より､
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マウスに投与する塩酸ヨヒンビンが適量であれば､
この効果は確かに観測され､飼料､水摂取量だけで
観察するとその影響もほとんどないと考察される｡
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